
 

 

 

 

 

Legal and Tax Report 

株式会社大和総研 八重洲オフィス 〒104-0031 東京都中央区京橋一丁目 2 番 1号 大和八重洲ビル 

このレポートは、投資の参考となる情報提供を目的としたもので、投資勧誘を意図するものではありません。投資の決定はご自身の判断と責任でなされますようお願い申し上げます。

記載された意見や予測等は作成時点のものであり、正確性、完全性を保証するものではなく、今後予告なく変更されることがあります。内容に関する一切の権利は大和総研にあります。

事前の了承なく複製または転送等を行わないようお願いします。本レポートご利用に際しては、最終ページの記載もご覧ください。株式レーティング記号は、今後6ヶ月程度のパフォー

マンスがＴＯＰＩＸの騰落率と比べて、１=15%以上上回る、２=5％～15%上回る、３=±5%未満、４=5%～15%下回る、５=15%以上下回る、と判断したものです。 

 2009 年 1 月 8 日 全 4 頁

2008 年後半の株主提案など 

制度調査部
 

堀内勇世

2008 年後半に見る株主総会－１ 

[要約] 

 2008 年後半（7月から 12 月まで）の株主総会の動向につき、各企業のプレスリリース（適時開示

書類）などから見つけた事例につき、紹介する。 

 このレポートでは、株主提案権行使の事例と、総会招集請求権行使の事例を紹介する。 

 株主提案権行使の事例については、「議案を提案して、株主総会の招集通知に記載させるという

形の株主提案権」と「動議形式の株主提案権」に分けて紹介する。 

 

１．はじめに 

○2008 年（平成 20 年）前半の株主総会の動向、例えば、株主提案、会社提案議案の否決、総会の続行について

は、例えば、次のレポートを作成している。 

・「2008 年前半の株主総会を振り返ってＱ＆Ａ ～今年の株主総会に関する出来事－８～」（堀内勇世、

2008.7.9 作成） 

・「2008 年前半の株主総会を振り返ってＱ＆Ａ－２ ～今年の株主総会に関する出来事－10～」（堀内勇

世、2008.7.16 作成） 

・「株主提案の 2008 年の事例－４ ～今年の株主総会に関する出来事－９～」（堀内勇世、2008.7.15

作成） 

 

○そこで、2008 年後半、つまり 2008 年 7 月から 12 月までの株主総会の動向につき、各企業のプレスリリース

（適時開示書類）などから見つけた事例につき、簡単に紹介したい（注1）。 

 

（注 1）2008 年 7 月から 9月までの株主総会の動向については、次のレポートも作成している。 

  ・「7～9月に見る株主提案の事例 ～今年の株主総会に関する出来事－11～」（堀内勇世、2008.10.6

作成） 

  ・「7～9月に見る会社提案議案の撤回・変更事例 ～今年の株主総会に関する出来事－12～」（堀

内勇世、2008.10.8 作成） 

 

○このレポートでは、株主提案権行使の事例と、総会招集請求権行使の事例を紹介する（注2）。 
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（注 2）株主提案権と総会招集請求権については、次のレポート参照。 

  ・「2008 年前半の株主総会を振り返ってＱ＆Ａ ～今年の株主総会に関する出来事－８～」（堀内

勇世、2008.7.9 作成）〔Ｑ２－１、Ｑ２－７参照〕 

  ・「株主提案の 2008 年の事例－４ ～今年の株主総会に関する出来事－９～」（堀内勇世、2008.7.15

作成） 

  ・「7～9月に見る株主提案の事例 ～今年の株主総会に関する出来事－11～」（堀内勇世、2008.10.6

作成） 

 

 

２．株主提案権行使の事例 

○2008 年後半の、各企業のプレスリリース（適時開示書類）などから見つけた、株主提案権行使の事例として

は、図表 1、図表 2のようなものが存在する（注3）（注 4）（注 5）。 

 

（注 3）なお、例えば、東証規則では、株主提案権が行使されたこと自体は、適時開示項目として明示

されていないことに注意（東証： http://www.tse.or.jp/rules/td/yousei.html 参照）。 

（注 4）ここで掲げた株主提案は、会社法の株主提案権の行使と思われるものだけである。 

（注 5）図表の注で示した各社のホームページの掲載資料などは、調査時のもので、削除されたり、変

更されたりしている可能性もある。 

 

○なお、株主提案権行使の事例については、「議案を提案して、株主総会の招集通知に記載させるという形の株

主提案権」と「動議形式の株主提案権（「株主総会の場で議案を提案する」という形の株主提案権）」とに分

けて、前者を図表１で、後者を図表２で紹介する。 

 

図表１ 2008 年後半に見る株主提案権行使の事例（動議形式の株主提案権行使を除く） 

会社名 コード 

番号 

事例の概略 関連プレスリリース 

(適時開示書類)の公表日 

エーワン精密 6156 ・エーワン精密は、ナステックより、第 18 期定時株主

総会（2008 年 9 月 27 日開催）における株主提案権行

使に関する書面を 2008 年 7 月 3日に受領した。 

・その書面では、概ね、①期末配当（配当性向 80％）、

②自己株式取得（1 年間で株式総数 3,000 株、取得価

額の総額 15 億円を上限）、③社外取締役 1 名の選任

が提案されていた模様である。 

・エーワン精密は、2008 年 7 月 22 日、反対の方針を開

示した。 

・招集通知（※1）で、株主提案として掲載されていた

のは、会社法 156 条に基づく自己株式取得の議案（1

年間で株式総数 3,000 株、取得価額の総額 15 億円を

上限）であった。なお、招集通知において、エーワン

精密の取締役会は反対を表明していた。 

・この自己株式取得の株主提案は、否決された（※2）。

＜エーワン精密＞ 

2008.7.14、2008.7.22 
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パイプドビッツ 3831 ・パイプドビッツは、キャピタルズワン有限会社より、

臨時株主総会（2008 年 10 月 7 日開催）における株主

提案権行使に関する書面を 2008 年 8 月 5 日に受領し

た。 

・その書面では、配当議案（2008 年 8 月 31 日を基準日

として、１株あたり 900 円）が提案されていた模様で

ある。 

・パイプドビッツは、2008 年 8 月 15 日に、「取締役会

と致しましては、現在配当を実施する時期にはないと

考えておりますが、本議案につきましては臨時株主総

会における株主の皆様の決議結果に従う所存であり

ます。」との方針を開示した。 

・招集通知（※3）に、上記内容と同様の株主提案議案

と、会社の方針が掲載されていた。 

・株主提案議案は、否決された（※4）。 

＜パイプドビッツ＞ 

2008.8.7、2008.8.15  

2008.10.7 

セブンシーズ・テッ

クワークス 

2338 ・セブンシーズ・テックワークスは、2008 年 10 月 1

日、個人株主より、臨時株主総会の招集を請求する文

書を受領した。 

・それは取締役１名の解任を目的とするものであった

（10 月 6日のプレスリリースでは、「株主提案」とは

表記されていないが、株主提案と考えてもよいと思わ

れるのでここに掲載している）。 

・セブンシーズ・テックワークスは、確認中であるこ

とを開示していた。 

・その後、臨時株主総会が開催されたとのプレスリリ

ース（適時開示書類）を、調査段階には見つけていな

い（※5）。 

＜セブンシーズ・テックワー

クス＞ 

2008.10.6 

NowLoading 2447 ・NowLoading に対し、2008 年 11 月 21 日、主要株主で

あるイースタジアグループ（旧社名：東方ネットジャ

パン）より、「臨時株主総会招集請求書 兼 株主提案

通知書」が送達された。つまり、臨時株主総会の開催

を請求し、それに株主提案する旨が記載された書類が

送達された。 

・株主提案による議案は、「取締役の解任および新任

取締役の選任の件」、「監査役の追加選任の件」の２

案であった。 

・NowLoading は、要否について検討を開始すると開示

していた。 

・その後、臨時株主総会が開催されたとのプレスリリ

ース（適時開示書類）を、調査段階には見つけていな

い（※6）。 

＜NowLoading＞ 

200.11.27 

（出所）大和総研制度調査部作成 

（※1）エーワン精密の招集通知は、エーワン精密の HP（http://www.a-one-seimitsu.co.jp/18syousyuututi.pdf）参照 

（※2）エーワン精密の「第 18 期定時株主総会決議ご通知」参照。（EDINET にて、エーワン精密の有価証券報告書〔第 18 期〕の代替書面・

添付文書の 1つとしてみることができる。） 

（※3）パイプドビッツの招集通知は、パイプドビッツの HP（http://www.pi-pe.co.jp/ir/schedule/pdf/meetingtockholders_convene 

20080919.pdf）参照。 

（※4）パイプドビッツの決議通知は、パイプドビッツの HP（http://www.pi-pe.co.jp/ir/schedule/pdf/meetingtockholders_decision 

20081007.pdf）参照。 

（※5）セブンシーズ・テックワークスの HP（http://www.sstw.co.jp/）も参照。 

（※6）NowLoading の HP（http://www.nowloading.co.jp/index.html）も参照。 
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図表２ 2008 年後半に見る動議形式の株主提案権行使の事例 

会社名 コード 

番号 

事例の概略 関連プレスリリース 

(適時開示書類)の公表日 

アライヴ コミュニ

ティ 

（2008年9月1日よ

り、「ルーデン・ホ

ールディングス」と

社名変更） 

1400 ・会社は、2008 年 8 月 8 日開催の臨時株主総会に、取

締役 2名の選任議案を、会社提案として提出していた

（＊1）。 

・その臨時株主総会において、修正動議が出席株主よ

り提案され、結果として候補者のうちの 1 名が変更と

なった。 

＜アライヴ コミュニティ

（2008 年 9 月 1日より「ルー

デン・ホールディングス」）

＞ 

2008.8.8 

（出所）大和総研制度調査部作成 

（＊1）アライヴ コミュニティ（2008 年 9 月 1日より、「ルーデン・ホールディングス」と社名変更）の招集通知は、その会社の HP（http:// 

www.ruden.jp/ir/pdf/080724_syousyu.pdf）参照 

 

 

３．総会招集請求権行使の事例 

○2008 年後半の、各企業のプレスリリース（適時開示書類）などから見つけた、総会招集請求権行使の事例と

しては、図表３のようなものが存在する（注6）。 

 

（注 6）図表の注で示した各社のホームページは、調査時のもので、変更されている可能性もある。 

 

図表３ 2008 年後半に見る総会招集請求権行使の事例 

会社名 コード 

番号 

事例の概略 関連プレスリリース 

(適時開示書類)の公表日 

セブンシーズ・テッ

クワークス 

2338 ・セブンシーズ・テックワークスは、2008 年 10 月 1

日、個人株主より、臨時株主総会の招集を請求する文

書を受領した（図表 1参照）。 

・その後、臨時株主総会が開催されたとのプレスリリ

ース（適時開示書類）を、調査段階には見つけていな

い（※1）。 

＜セブンシーズ・テックワー

クス＞ 

2008.10.6 

NowLoading 2447 ・NowLoading は、2008 年 11 月 21 日、主要株主である

イースタジアグループ（旧社名：東方ネットジャパ

ン）より、臨時株主総会の招集を請求する書類を受け

取った（図表 1参照）。 

・その後、臨時株主総会が開催されたとのプレスリリ

ース（適時開示書類）を、調査段階には見つけていな

い（※2）。 

＜NowLoading＞ 

2008.11.27 

（出所）大和総研制度調査部作成 

（※1）セブンシーズ・テックワークスの HP（http://www.sstw.co.jp/）も参照。 

（※2）NowLoading の HP（http://www.nowloading.co.jp/index.html）も参照。 

 

 




